
第９回「北鎌倉駅裏トンネルの安全対策協議会」

平成２７年８月２１日（金）

１４時～１６時

全員協議会室

次 第

１ 開会

２ トンネルの安全性検証等業務の中間報告及び安全対策の方向性について

３ その他

以上 



情報提供資料

平成 2７年 8月 21日
鎌倉市 道路課 森

電話 0467（23）3000 
内線 2405 

北鎌倉隧道の方向性について 

１ 概要

  平成 27年 4月 28日から道路法第 46条の規定により、通行を禁止しています北鎌倉
隧道（市道 434－046 号線）については、隧道の安全性等の検証業務を実施していまし
たが、平成 27年 8月 18日に一般社団法人日本トンネル技術協会から検証業務の中間報
告を受け、市として総合的に判断した結果、開削工法による整備を実施していくことと

いたしました。

今後は、道路の整備を行い、安全確保をした上で早期に通行機能を回復してまいりま

す。

２ 理由

① 北鎌倉隧道を残すためには、両坑口とＪＲ側の側壁の補強及び隧道上部の樹木を

伐採し、表土を落とした上で、亀裂や地山状態を確認し補強対策を施すことが必須

であり、一部の内面は素掘りのまま残せるものの、外観は人工的なものとなること。

② 一部を素掘りのまま残すことにより、将来の安全性に関し不安が残り、大地震時

に第三者被害が生ずる可能性があること。

③ 開削した場合は、トンネル及び上部の山は残らないが、周辺景観との調和できる

工法の選択の幅があること。また、法面の高さを下げることで、より安全性を高め

ることができること。

以上のことから、総合的に判断し、市といたしましては最終的に北鎌倉隧道の整備は「開

削工法」で実施することを決定いたしました。

３ 今後の対応

平成 27年 9月市議会定例会に安全対策にかかる工事費等の補正予算を計上し、早期の
工事着手を目指します。

４ 提供資料

  平成 27年 8月 18日に受理しました「北鎌倉隧道安全検証等業務」の中間報告書






























